
2026 年 7 月 25 日（第 1.1 版） 

過去に赤ビーツ飲料を長期摂取する研究に参加された方またはご家族の方へ 

臨床研究に関する情報 
 
当研究院では、以下の研究を実施しております。この研究は、現在当研究院にて実施中

の別研究にご参加いただいている方の既存情報を用いて行います。このような研究は、「人

を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省・

経済産業省告示第１号、令和 5 年 3 月 27 日一部改正）」の規定により、研究内容の情報を

公開することが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがありました

ら、以下の連絡先へご照会ください。 
 

[研究課題名] 赤ビーツ飲料の長期摂取が寒冷環境における体温調節応答に及ぼす影響

（既存情報を用いた後ろ向き観察研究） 

[研究機関名・長の氏名] 北海道大学 大学院工学研究院・研究院長 幅﨑 浩樹 

[研究責任者所属・氏名] 北海道大学 大学院工学研究院 環境工学部門・若林 斉 

[研究の目的] 4週間の赤ビーツ飲料の摂取が、寒冷環境における体温調節に及ぼす影響

を調査するため 

[研究の方法]  

○対象となる方 
 ①当研究院で実施中の「赤ビーツ飲料の長期摂取が寒冷環境における体温調節応答に

及ぼす影響（単群によるパイロットテスト）（許 2024-03）」に参加された方のうち、

2024 年 11 月 26 日から 2026 年 3 月 31 日までの間に参加された北海道大学または大

学院に所属する若年男性の健常ボランティアの方 
 ②当研究院で実施中の「赤ビーツ飲料の長期摂取が寒冷環境における体温調節応答に

及ぼす影響（単盲検、プラセボ対照、ランダム化、クロスオーバー試験）（許 2025-05）」
に参加された方のうち、実施許可日から 2026 年 3 月 31 日までの間に参加された北

海道大学または大学院に所属するアジア人の若年男性の健常ボランティアの方 
○利用する情報 

＊以下の項目について、2026 年 3 月 31 日までの情報を利用させていただきます。 
年齢、性別、身長、体重、体脂肪率、皮下脂肪の厚さ、胸囲、腹囲、上腕囲、前腕囲、

大腿囲、下腿囲、食事調査の結果、運動習慣調査の結果、やや寒い部屋で横になって

静かに過ごしている時のからだの反応を調べる試験の結果（舌の下の体温、皮膚温、

皮下組織温、皮膚血流量、血圧、心拍、吐いた息の成分と量、暑さや寒さの感じ方の

申告、尿検査）、手を冷水にひたす試験の結果（舌の下の体温、皮膚温、皮膚血流量、

血圧、心拍、暑さや寒さの感じ方の申告）、腕を一時的に圧迫した後の血液の流れがど

のように回復するかを調べる試験の結果（腕の組織の酸素の状態、皮膚血流量、血圧、

心拍）。 
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[研究実施期間] 
実施許可日(情報の利用開始：2026年8月頃)～2029年3月31日 
 
この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりた

い場合は、他の参加者の個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせすること

ができます。 
研究に利用する参加者の情報に関しては、お名前、住所など、対象者個人を特定でき

る情報は削除して管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、

その際も参加者を特定できる情報は削除して利用いたします。 
 
＊上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。 

[連絡先・相談窓口] 

北海道札幌市北区北 13条西 8丁目  

北海道大学 大学院工学研究院 環境工学部門   研究責任者 若林 斉 
電話 011-706-6280 

 


